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号
年

月

出
来
事

昭
和

30

1

３
町
３
村
合
併
、
新
上
尾
町
が
誕
生

1
『
上
尾
自
治
便
り
』第
1
号
を
発
行

31

11

高
崎
線
の
電
化
開
通

33

7

上
尾
市
の
誕
生（
県
下
19
番
目
）

37

5

国
道
17
号
が
開
通（
大
宮
〜
鴻
巣
間
）

39

10

上
水
道
の
給
水
開
始

41

7

市
章
、
市
旗
、
市
歌
を
制
定

11

市
庁
舎
が
完
成（
旧
庁
舎
）

42

10
「
第
22
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
」を
上
尾

運
動
公
園
を
主
競
技
場
と
し
て
開
催

44

6

上
尾
駅
が
橋き

ょ
う

上じ
ょ
う

駅え
き

と
し
て
完
成

45

3

人
口
10
万
人
を
突
破

48

3

上
尾
駅
で
順
法
闘
争
の
影
響
に
よ
る
大
混
乱

「
上
尾
事
件
」が
発
生

50

8
「
第
57
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
」

で
県
立
上
尾
高
校
が
準
決
勝
に
進
出

51

5

上
尾
市
ス
ポ
ー
ツ
都
市
を
宣
言

9

人
口
15
万
人
を
突
破

53

5
『
あ
げ
お
議
会
だ
よ
り
』第
1
号
発
行

5

上
尾
丸
山
公
園
が
開
園

7

市
の
木「
か
し
」、
市
の
花「
つ
つ
じ
」、
市
民

の
木「
あ
お
き
」を
制
定

55

5

市
民
体
育
館
が
開
館

10

西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
が
完
成

56

5

保
健
セ
ン
タ
ー（
現
西
保
健
セ
ン
タ
ー
）が
開
所

6

図
書
館（
現
本
館
）が
開
館

58

5

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
開
館

60

8

上
尾
市
非
核
平
和
都
市
を
宣
言

62

12

イ
コ
ス
上
尾
が
開
館

63

4

平
塚
公
園
が
開
園

7

上
尾
市
民
憲
章
を
制
定

上
尾
市

上
尾
市
のの
歴
史
歴
史

（
昭
和
30
年
〜
平
成
29
年
）

■広報誌の誕生
記念すべき最初の広報誌は『上

尾自治便り』というタイトルで、
昭和30年1月20日に発行しまし
た。昭和30年1月1日に上尾町、
平方町、原市町、大石村、上平村、
大谷村の3町3村が合併し、新上
尾町が誕生したことを受け、誌面
では新上尾町の誕生に対する祝辞
や、職員配置などを伝えています。
また、第1号として特別に、市街
と道路の写真などを付録として盛
り込みました。サイズはおおむね
B5判で10ページの構成でした。

広報第1号
（昭和30年1月20日）

■上尾町から上尾市へ
昭和33年7月15日、県下19番目の市と
して、上尾市が誕生しました。第1号を
発行してから3年6カ月後、第40号では
市制施行を祝して、市制祝賀行事などの
様子を多くの写真と共に掲載していま
す。また、この号から、『上尾自治だより』
のタイトルを縦書きから横書きに変更し
ました。

広報第40号
（昭和33年7月31日）

■上尾にもオリンピック
　のにぎわいが
東京オリンピックが行わ
れ日本中が活気づいていた
昭和39年、上尾の中山道も
オリンピックの聖火が通り
ました。第112号では、中
山道を走る、聖火ランナー
で中学生の矢島通夫さんの
写真が表紙を飾りました。

広報第112号
（昭和39年10月20日）

■タイトルが『広報あげお』へ
広報誌のタイトルを『上尾自
治だより』から『広報あげお』に
変更しました。この号の表紙は、
地域の体力づくりの様子の写真
で、お知らせでは市内の舗装工
事の状況などを伝えています。

広報第171号
（昭和44年9月20日）

広報誌1000号 　上尾の広報誌は昭和30年の発行から62年が経ち、今月で記念すべき1000号を迎えました。　上尾の広報誌は昭和30年の発行から62年が経ち、今月で記念すべき1000号を迎えました。
現在に至るまで積み重ねてきた広報誌の歴史の一部を紹介します。現在に至るまで積み重ねてきた広報誌の歴史の一部を紹介します。

特集2
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11

第
1
回
上
尾
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催

12

Ｊ
Ｒ
北
上
尾
駅
が
開
業

平
成

3

11

新
市
庁
舎
が
完
成（
現
庁
舎
）

4

6

人
口
20
万
人
を
突
破

5

1

中
学
校
給
食
を
開
始

7

10

上
尾
市
人
権
尊
重
都
市
を
宣
言

10

1

新
西
貝
塚
環
境
セ
ン
タ
ー
が
完
成

9

市
民
球
場
が
開
場

10

イ
メ
ー
ジ
マ
ー
ク「
ア
ッ
ピ
ー
」を
決
定

12

市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
開
始

12

5

児
童
館
ア
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
が
開
館

13

7

さ
い
た
ま
市
と
合
併
す
る
こ
と
の
可
否
を
問

う
住
民
投
票
を
実
施
、
合
併
反
対
が
過
半
数

11

健
康
プ
ラ
ザ
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
が
開
館

15

9

福
祉
会
館
を「
文
化
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

10

上
尾
市
子
ど
も
憲
章
を
制
定

18

10

児
童
館
こ
ど
も
の
城
が
開
館

23

1

Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
周
辺
整
備
事
業
が
完
了

25

3

Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
東
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

が
完
成

7

福
島
県
本
宮
市
と
友
好
都
市
協
定
を
締
結

26

7

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ロ
ッ
キ
ャ
ー
バ
レ
ー
市

と
友
好
都
市
協
定
を
締
結

10

上
尾
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

11
「
ア
ッ
ピ
ー
」と
福
島
県
本
宮
市
の「
ま
ゆ
み

ち
ゃ
ん
」が
結
婚

27

10
「
キ
ラ
リ
☆
あ
げ
お
Ｐ
Ｒ
大
使
」制
度
を
創
設

11
「
ア
ッ
ピ
ー
」と「
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」の
子
ど
も

「
あ
ゆ
み
」が
誕
生

28

3

上
尾
の
摘
田
・
畑
作
用
具
が
国
登
録
有
形
民

俗
文
化
財
に
登
録

4

上
尾
道
路
の
県
道
上
尾
環
状
線
か
ら
県
道
川

越
栗
橋
線
ま
で
の
4.7
㌔
㍍
区
間
が
開
通

10

原
市
保
育
所
・
原
市
支
所
が
開
所

29

4

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
住
民
票
な

ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開
始

上
尾
市
の
歴
史

■広報誌のデザインが一新
読みやすさ・分かりやすさ・
楽しさを向上させ、市民の皆さ
んに親しみを持ってもらえるよ
うな広報誌を目指し、第962号
から、『広報あげお』の誌面を一
新しました。特に、広報誌の顔
である表紙は毎月カラーとな
り、現在に至るまで、その号の
イメージや季節に適した写真を
掲載しています。

■表紙にアッピーファミリーが登場
平成27年11月に友好都市協定を結ぶ上
尾市と福島県本宮市の友好の象徴とし
て、アッピーとまゆみちゃんの子ども、
「あゆみ」が誕生しました。第982号では、
家族そろって表紙に登場。この号の特集
は、上尾・本宮両市長の新春座談会でし
た。

広報第962号
（平成26年5月1日）

広報第982号
（平成28年1月1日）

『広報あげお』1000号発行記念

「広報あげお展」

■上尾丸山公園が開園
広報にたびたび登場する市民の
憩いの場、上尾丸山公園は昭和
53年5月5日に開園しました。第
276号では、約5万人の市民でにぎ
わった開園記念の祝賀会の様子
や、公園内の施設などの写真を使
い、特集として紹介しました。園
内に作られた小川や池で子どもが
水遊びをする様子は、現在の上尾
丸山公園で見られる風景と変わり
ません。

広報第276号
（昭和53年6月1日）

■JR北上尾駅が開業
昭和63年12月17日、上
尾駅に次ぐ市内で二つ目
のJR線の駅として北上
尾駅が開業しました。第

519号の号外では「北上尾駅が今月17日開業」というタイト
ルで、開業に至るまでの経緯や施設の概要などを詳細に伝
えています。

広報第519号 号外
（昭和63年12月15日）

広報誌1000号 　上尾の広報誌は昭和30年の発行から62年が経ち、今月で記念すべき1000号を迎えました。
現在に至るまで積み重ねてきた広報誌の歴史の一部を紹介します。

7月27日㈭～31日㈪9～17時（31日は15時まで）　 コミュニティセンター　 『広報あげお』
通算1000号を記念して、昔の広報などを展示し、市の歩みを振り返る
広報広聴課12775-4918・11776-8873

特集

２０１７．７No.１０００7


